







































































































































































































!庁薬間以. -;fと判1間以手に辺ばれた。なお人参は対応j寄の咋買品であり，持1ft家， ， ~fl家
への問符liJにもつかわれた。「輸入Mdとしてはその他特産IJ1等があるがとくに市安で
あるのは米であった O 一方，付!.!~から送られるのは:r[ú]. 占月トri. 明 1t. :rH. MUtY.工芸
IJlその他であるが，これらのうち，飢の一郎などの庄山はあったが殆んど本土， とく
に大!;反，博多，江 r i • と 11J，:j を ;111 じて{也IEし本土各J也，あるいは ìflþ 外の産品をも仕入iL
たのである。村町教f会的円、J!.0，1;，'j ，t.J 昭和 3年 7) J. 305ページ-308ページおよび
利上J.U& .1;，lj ，L~~科IIÎ 集委 II 会「新村.l.!0 ，('j ，t: J 1964年 4) J. 29ページ. 408ページをみられたい。
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て田 11.9町，畑 650.1町，農家戸数 1，116戸の，外海におかれた小規模な
離島であるが，その良業の作付も，敗戦間もない昭和25年では， もっとも大
きいのは，主に主食用， 自給用の麦類 (392.4町)，甘しょ (240.2町)であり，
次に大豆 (116.5町)，水稲(108.7町)がこれにつづき，粟 (51.9町)の作付






























































































































































































































































































































































































































































¥¥  廿しょ 小麦 保安 大豆 水稲
自家食Fi 48 88 70 59 63 
自家飼料 36 7 8 12 
版売量 16 5 22 29 37 
※ 「長崎良林水産統計年報 昭和35年」による。
過ぎず， また小支，裸支はそれぞれ5%. 22%であり L、ずれにしても自家食指， 自家飼
料rilJけも大きい(表ハ)。
27)拙稿「離山の民業と構造改善~l~業」長崎大学調査団「壱岐の経済J 1964年. 252べ
日ンペつd
F
h
u
 
q
〆“日ン
28) I向上J252ページ-253ページ，また243ページをみられたい。
29) I同上J236ページ-237ページ. 254ページ-255ページ。
30) I同上J238ページ，また. I長崎良林水産統計年報」昭和35年によれば耕起の動力利
用面積は田畑計で4%にすぎず，殆んど畜力に依存し，その他，畑の中耕除，草，いも
堀取などにも殆んど畜力によっている。
31)長崎県畜産課資料によると昭和35年で壱岐の生産率は29.6%にすぎない。その後，
遂年，生産半は上るが昭和38年でも51.6%にとどまる。
32)前出「離島の農業と構造改善卒業J259ページ。
むすび
僻遠の，九州西辺の波荒い外海におかれた幾つかの島をとって，その農業
の変貌，戦前の自給的農業から戦後のれ高度成長込にさしかかろうとするま
での時期の商品生産にふみこんで行く島の農業の変貌を島から本土へ移出さ
れる作物の作付，出荷形態をめぐってみてきた。資本主義の発展にいよいよ
深く包揺されて行く島の農業のー側面であるが，品の農業の商業的農業への
t:l給的良業の変存 153 
入りこみ，商品生産農業展開の様相はいうまでもなく白によって異なってい
る。商品生産農業の展開を妨げる要因は種々あるが，品にとって最大の，そ
して特徴的なのは市場条件の劣悪さ， とくに本土出荷にあたっての輸送条件
であろう。それが出としては，農産物商品によって異なるにせよ，比較的有
利か，あるいは不利か，その!支合が商業的農業の展開に作用するわけである
が， しかしその前に主要な条件として耕地条件或いは自然条件がある。対馬
あるいは上五山の中通島のような大型の離島であっても山品的地形の品では
耕地は狭少であリ，傾斜度は高く，基盤整備が殆んどはかられてこなかった
離向では，一筆あたりの固場もいきおい狭少，零細なものになりがちである。
まして平坦地の少ない，耕地に恵まれなしげj、規模の離品ではこれがより甚だ
しく，作目にもよるが，ときには，全く経営基盤を欠くことになる。さらに
離j誌の一般的傾向として水が乏しし自然条件とくに風，水，干害などにみ
まわれやすいという好ましからざる条件をもっている。
ところで，それほど耕I也条件に恵まれていないにもかかわらず，小値賀山
などのように市場での競争に激しくさらされる野菜などの商品作目を導入し，
.や、長期にわたリその展開をなしとげている白もみられる一方，広い耕地を
もちながら，殆んど専ら，政策的支持のもとにあり，出荷の容易な米，麦，
甘しょ等の伝来的な普通作そして和牛飼養あるいは葉たばこ等を最重点に商
業化を遂げてきた jみもあリ，対照的である。耕地に恵まれないからこそ野菜
等の新たな商品作目を模索し，導入し，これを固守してきたという場合もあ
ろうが，その他に社会的要因も考えられよう。離品の農業をみるには漁業あ
るいは林業，出稼ぎ等とのかかわりを考慮しなければならないと同時に，民
家の農業生産，出荷に対する市場対応、の姿勢あるいは商業的もしくは経営的
感覚をもみなければならないのではないかと考えられる。市場対応、の姿勢が
はぐくまれる背景には貨幣，商品経済とのふれあいがあろうし，これを通じ
て商品としての良産物の生産，出荷の姿勢が育てられていくのであろうが，
住かながら，その足どりを小値賀jLjの場合などにみることが出来る。
とはいえ，ある程度の市場対応の姿勢が育とうとしていたにせよ，多くの
小型離j誌にみられるように，作目にもよるが，航路を通ずる他の離j誌の生産，
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出荷との連携がおこなわれないならば，市場競争にさらされる商品的作物に
よる商業的農業の展開はきわめて困難で、あった。何よりも品の農業の市場対
応の姿勢を身につけるには，商品，貨幣経済，市場競争にさらされることが
肝要で、あろうが，政策的支持をうけ，出荷の容易な作目に安住してきたか
ぎり，市場対応、の姿勢，商品生産的農業の態勢をととのえるのは困難で、あっ
たろう。下五島，福江品あるいは壱岐島などにこのような島の農業の様相を
みたが，小値賀島あるいは宇久島も麦，甘しょ，或いは稲などの伝来的な普
通作そして和牛飼養に大きく依存していたのであり，いずれにせよ，この海
域の島の農業は大なり小なり，伝来的な自給的な組放な普通作に立脚し，そ
のような生産構造を維持し，一応の商業的農業を展開させたにせよ，そのよ
うな農業構造の上にたっていたのであり，そのかぎり，まだまだ自給的農業
の性格を多分にとどめていたということが出来ょう。
